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大門：日産化学、大門でございます。本日はお忙しいところ、ありがとうございます。それではご

説明いたします。資料に沿って、まず 4 ページでございます。 

この 3Q の決算サマリーということで、一番上の箱でございますが、この 3Q に関しては前年同期

比で売上高では 70 億円の増収プラス 14%。営業利益は 35 億円の増益プラス 36%。純利益は 47

億円の増益プラス 73%となりました。 

1-3Q 累計 9 カ月分では、そこに書いてございますように、営業利益でいいますと 77 億円の前年

対比の増益プラス 23%となっております。 

また、11 月に発表いたしました業績予想と比較しますと、3Q は営業利益では 34 億円の上振れと

いうことになりました。 

業績予想の修正でございます。既に発表しておりますけども、のちほど申し上げますが、通期の業

績予想については上方修正をしております。 
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最後に株主還元でございますが、配当につきましては 164 円と、11 月発表から変更ございませ

ん。それから自己株取得についても 12 月で 100 億円の取得を完了しております。総還元性向はこ

の結果 79.4%という予想値となります。 

 

具体的な数字は次の 5 ページでございます。 

真ん中に 3Q と 1-3Q の数字がございます。具体的な数字で言いますと、この 3Q は売上高で 566

億円、営業利益で 128 億円、経常利益は 154 億円、当期純利益で 112 億円ということでございま

した。 

為替レートにつきましては、この 3Q 平均値が 152 円ということでございますが、12 月末は 158

円ということで、かなりドル高に振れております。 
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次の 6 ページは業績予想比でございますので、一番右の列につきましては先ほど冒頭で申し上げた

通りでございます。のちほどご確認ください。 
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7 ページ。いつものようにセグメント別の営業利益の増減要因をお示ししております。 

会社合計で、この 3Q は前年比で営業利益が 35 億円増益ということになりましたが、業績予想比

でもほぼ同じぐらいの上振れということです。 

特に目立ちますのは、真ん中やや上の機能性材料、それから農業化学品でございまして、機能性材

料で言えば、前年同期比でプラス 16 億円の増益。ディスプレイ・半導体・無機、それぞれ増収と

いうことになりました。 

また業績予想比でも、特にディスプレイ・無機の上振れにより、上振れております。 

農業化学品はそこに記載の通り、パーミット・ライメイ等の増収により増益。これは業績予想比で

もほぼ同様ということでございます。 

また、1-3Q の累計につきましては、その下段でございますけども、77 億円の増益の内訳をセグメ

ント別に書いております。記載の通り、機能性と農業化学品というところが牽引しているのは、先

ほどの 3Q と同様でございます。 
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続きまして 8 ページでございます。 

営業外損益と特別損益の状況でございますが、真ん中に 3Q というところがございまして、今期で

いいますと特に目立ちますのが、上から３行目の為替差損益でございます。冒頭申し上げましたよ

うに、12 月末の為替レートは下段に書いてございます注釈の通りですね。158 円と、かなりドル

高に振れた関係で、この 3Q は大きな営業外収益ということになりました。 

この結果、前年同期比で言いますと、右から 2 列目にございます通り、営業外損益では 31 億円の

増益ということになっておりますが、特別損益については特に変動はございません。 
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続きましてキャッシュ・フローが 9 ページでございます。 

真ん中の列にこの 1-3Q の累計ということで載せております。営業キャッシュ・フローで言えば

473 億円ということで、前年同期に対しましてプラス 130 億円強のキャッシュ・インということに

なりました。 

一方、投資活動につきましては 134 億円のキャッシュ・アウトということで、フリー・キャッシ

ュ・フローでは 340 億円弱でございまして、前年同期比では約 120 億円の増加となっておりま

す。 

現預金につきましても、292 億円でございまして、前年対比では若干増えているということでござ

います。 
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続きまして 10 ページ。バランスシートでございますが、左上、資産合計で 63 億円。これは前期

末比ですから、3 月末対比ということになりますが、増加しております。内訳で言いますと現預

金、それから棚卸資産の増加ということに対しまして、売上債権は回収が進んだということで、こ

こは減少ということでございます。 

棚卸資産につきましては、前期末比でプラス 124 億円ということでございますが、12 月末比で 1

年前と比べますと 60 億円弱の増加ということでございます。私どもとしては、増加のペースはだ

いぶ鈍化してきたと考えております。 

一方、右の負債サイドでございますが、買入債務の増加、また借入金等の有利子負債も若干増加し

ているということでございます。 

この結果、自己資本比率は右下にございますように 68.4%ということでございますが、引き続き健

全な財務体質を維持できていると思っております。 

投資有価証券の内訳につきましては、左下の通り純資産に占める政策保有株式の割合は 7%台前半

ということでございます。 
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次に、セグメント概況に移ります。 

個別の具体的な数字は 12 ページからございまして、12 ページが各セグメント別の前年同期比を表

しております。 
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また 13 ページは業績予想比のセグメント別数値です。のちほどご確認ください。 
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それではまず、機能性材料セグメントから申し上げます。15 ページに飛んでいただきます。 

のちほどご説明しますが、今年度の下期予想につきましては、この 11 月発表値から変えておりま

せんので、このグラフの売上高成長率も同様に 11 月と同じという認識でございます。特に半導体

材料がかなり伸びるということでございます。 
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続いて 16 ページでございます。 

売上高の主要製品の成長率ということで、前年同期比ベースで 3Q と 1-3Q の累計をそれぞれお示

ししております。 

見ていただくとディスプレイで、この 3Q は YoY でプラス 9%。半導体材料も、特に多層材料中心

に非常に強かったということで、プラス 34%。無機コロイドもプラス 11%でございまして、セグ

メント全体としては 20%弱の伸びでございました。 
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次 17 ページは、この 3Q における前年同期比の売上と営業利益の数字をお示ししております。 

まず、ディスプレイでございますが、左にございますように 3Q、1-3Q 累計とも増収増益でござい

ました。 

特に光 IPS は大型モニター、あるいは車載向けがこの 3Q の増収を牽引したということでございま

す。 

一方、右の半導体でございますが、ここもいずれも増収増益ということでございます。先端世代を

中心に市場回復、また顧客の稼働も増ということでございます。 

また 1 点で、3Q につきましては 2Q と同様に一部、顧客での在庫積み増しもございました。 

無機コロイドでも増収増益ということでございまして、特にスノーテックスの研磨剤、またオルガ

ノ・モノマーゾルも好調ということでございます。 

なお、ここは固定費等ということで、この左上の表の下に小さな記載がございますけども、3Q の

YOY で 10 億円の増加、1-3Q 累計では 31 億円の増加ということでございます。 
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大半がいずれも半導体でございまして、在庫での変動影響も含みますが、固定費も増えているとい

うことでございます。 

 

18 ページに移ります。ここは機能性セグメントの業績予想比を、お示しをしております。 

ここは、それぞれ記載の通りということでございます。一部半導体で右下に少し書いてございます

が、売上高上振れ、営業利益は予想通りということでございますけども、ARC あるいは EUV 材料

で若干、一部顧客での稼働減がございました。 
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続きまして、農業化学品に移ります。20 ページでございます。 

3Q とそれから 1-3Q 累計の前年同期比の、主要製品の成長率をお示ししております。 

セグメント全体では 3Q、1-3Q 累計とも、YoY で 11%の増収。業績予想比でも上振れということ

でございますが、YOY では特にグレーシアあるいはライメイが非常に強い数字で示されておりま

す。 

また、グレーシアの売上高の推移でございますが、左下の棒グラフにございますように、今期につ

きましては順調に増収を達成する見込みで、上市当初の売上目標として 100 億円とターゲットを

置いておりましたが、これは今期でクリアする見込みでございます。 
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21 ページ。ここは前年同期比でございます。 

それぞれ増収増益ということでございますけども、内訳として個別の製品ごとに、少しコメントを

しております。 
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それから 22 ページ。ここは業績予想比でございまして、同様の形ということになります。のちほ

どご覧ください。 
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それから、あとは 25 ページまで飛びます。今回、フルララネルの化合物特許に関しまして、アッ

プデートをしております。 

この 25 ページの左下にございますように、米国につきましては 2027 年 6 月までの延長というこ

とが確定をいたしました。従って、その旨ここに記載をしております。 
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26 ページには、右側の棒グラフでございますけども、こういったことを反映しまして今回、売上

高の、あくまでもイメージということでございますが、27 年度までの想定をここにお示ししてお

ります。細かい数字は大変恐縮ですが非開示ということですけども、イメージということで、ここ

に掲載をしております。 

ご覧いただけるとわかるように、24 年度以降、それほど大きく変動はないということでございま

す。なお、ここの想定為替レートにつきましては、右下のボックスにございますように、25 年度

以降は、ドル円 140 円で試算をしておるということでございます。 



 

19 
 

 

それから、続きまして、化学品セグメントでございます。29 ページまで飛びます。 

ここには前年同期比の売上と営業利益を、お示ししております。 

この 3Q でいいますと売上高は前年同期比でプラス 6 億円ということでございまして、一方、営業

利益も若干プラス 1 億円の増益ということになりました。 

3Q ではファインケミカルにおきまして、特にテピック、一般はやや減収でございますが、テピッ

クの電材向け、環境化学品、それからファインオキソコールはそれぞれ増収となりました。 
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続きまして 30 ページ、業績予想比でございますが、3Q で営業利益が 3 億円程度上振れておりま

すけども、このうち 2 億円は表の左下に記載しています通り、固定費等、ここは特に在庫変動影響

でございますけども、これが増益要因に働いたということもございました。 
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それから最後にヘルスケアセグメントでございます。34 ページまで飛びます。 

ここに記載の通り、前年同期比は 3Q で売上高、営業利益とも若干のマイナスということでござい

ます。 
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業績予想比につきましては、35 ページにございます通りですね。売上高、営業利益とも 3Q だけ

で見ますとほぼ予想通りでございました。 
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続きまして、37 ページ、冒頭申し上げました業績予想の上方修正についてご説明いたします。 

冒頭記載の通り、通期の営業利益としては 550 億円ということにさせていただきました。ここは

1-3Q の実績の先ほど申し上げました数字、および 4Q の見通しを踏まえまして、策定したという

ことでございます。 

ただし、そこにございますように、主要セグメントの通期予想は 11 月の発表から据え置いておる

ということでございまして、調整額の予想を上方修正したということでございます。 

まだ 2 月の初旬でして、当然 4Q の見通しはなかなか精緻には立てにくいため、このような形にし

たということになります。 

この結果、前年同期比では通期として、売上高はプラス 9%。営業利益はプラス 14%、68 億円の増

益を見込んでいます。純利益はプラス 8%、29 億円の増益ということになります。 

550 億円というレベルは営業利益としては過去最高益の更新予定ということになります。なお、

ROE につきましては予想値として 17.7%ということになります。業績予想比ではその下に記載の

通り、営業利益では 20 億円の上振れということでございます。 
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ただ、足元の状況ということで、2 段落目に記載しておりますけども、今回発表しました 4Q の予

想値に対する足元での主要セグメントの 4Q の売上見込みを、トレンドという意味で、現時点で見

える範囲ということでございますけれども、記載をしております。 

半導体や無機、海外農薬は上振れる可能性がある。一方で、動物薬、ファインテックは 2025 年度

への一部出荷期ずれによる下振れという可能性もあることをここで追加しております。 

この結果、株主還元予想でございますが、先ほど申し上げました通り、年間配当 164 円は変更な

し。自己株式取得も 12 月で終了した 100 億円取得完了ということでございますので、総還元性向

につきましては記載の通り 79.4%。中期経営計画目標をクリアする見込みでございます。 

 

具体的な数字は 38 ページでございまして、真ん中の年間というところを見ていただきますと、ブ

ルーのところですけども。売上高として 2,476 億円。営業利益で 550 億円。経常利益は 559 億

円。当期純利益が 409 億円ということでございます。 

なお、為替レートにつきましては下から 2 行目にございますように、3Q 実績 152 円でございまし

たが、この 4Q はドル円で 150 円という置き方をしております。 
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続きまして、39 ページ。これは業績予想比でございますので、のちほどご覧ください。 
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また、セグメント別には、4Q の今回の数値を入れまして、40 ページに記載をしておりますので、

のちほどご確認ください。 

私からは以上でございます。 
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質疑応答 

 

<質問者 1> 

Q：今回の通期業績予想は、調整額のみ上方修正したということでしたが、現時点で、セグメント

別に予想対比での変動がありそうでしたら教えてください。 

A：現時点での話としては、37 ページに記載した足元の状況、まさにここに尽きるのですが、機能

性材料の半導体・無機につきましては、今回発表した 4Q の業績予想値に対しまして、記載したよ

うな形で、上振れで推移するのではないかと考えています。当社としましては、まだ 1 月が終わっ

たばかりで、あまり利益面の確定的なことは申し上げられませんが、そのような見通しがあるとい

うことでございます。今回発表予想の営業利益 550 億円につきましては、クリアをしたいと思っ

ております。 

Q：棚卸資産の水準は、少し多いなとも思いますがいかがでしょうか。 

A：ご指摘の通り棚卸資産のボリューム自体は、まだまだ多いという面は否めないですが、1 年前

あるいは 2 年前と比較していくと、だいぶ伸びは鈍化してきたかなという感触は持っております。 

この 12 月末はある意味一番在庫の多いタイミングでございまして、ここから徐々に、特に農薬を

中心に、4Q に出荷が進むことで在庫が減ってきますので、そこについてはだんだんコントロール

できていると思っております。引き続き、この棚卸資産の売上対比の保有日数については、減らし

ていく努力はしてまいりたいと思っております。 

Q： この棚卸資産は、来年度の業績を考える上で、大きな損益悪化に至るほど多くはないというこ

とでよろしいですよね。 

A：はい。そのように考えております。 

Q：次に、ディスプレイ材料の市場動向の変化を、用途別に教えていただけますでしょうか。 

A：ディスプレイ材料の市場動向につきまして、LCD に特化してご説明申し上げます。まず、スマ

ホに関しては、ご承知の通り、OLED シフトが進行している中で減少傾向ではあるのですが、これ

は今年度の期初に想定していたのと同等くらいの落ち込みに留まる、というのが感触でございま

す。これは新興国向けの需要がまだ堅調であるといったところですね。2Q 以降、割と好調を継続

しております。 
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IT 機種に関しては、特にノート PC とモニターの需要の伸びが大きいと捉えています。年末商戦に

向けて 3Q は割と好調でした。4Q は通常の季節性通り少し減速するのですが、2025 年の 1 月から

3 月に限っては、中国の景気刺激策ですとか、そういった社会情勢的な部分も反映されまして、そ

の結果、下期予想はクリアできるのではないかなと思っております。テレビも同じような状況かな

と思っております。 

車載に関しては、継続的に堅調に伸びてきているところで、四半期ごとに徐々に成長しているよう

な実感を持っております。 

Q：半導体材料の市場動向はいかがでしょうか。 

A：半導体材料に関しましては、前工程のリソグラフィー材料について、足元はご存知の通り、AI

の需要が牽引する形で、先端の稼働がかなり高い稼働率をキープしているということで、この市場

環境は 4Q と 25 年度に関しましても継続という見方をしております。 

後工程に関しましても、AI の恩恵を受けて、HBM の需要がかなり伸びています。当社の三次元実

装材（仮貼り材）も、24 年度は伸びていますが、この流れは 25 年度も継続という形で見ていま

す。 

Q：無機コロイドについても市場動向についてコメントをいただけますでしょうか。 

A：無機コロイドの足元の状況としましては、半導体用途を中心にしたスノーテックスの研磨剤が

堅調に推移しております。それとオルガノゾル・モノマーゾルも堅調に推移しておりますが、こち

らは直近ですと 3D プリンタ向けが特に好調で、今後も継続するという見込みであります。 

 

<質問者 2>  

Q：ブラベクト TriUNO が欧州・中南米で承認されていまして、内外部寄生虫薬ということで、シ

ェアの再拡大に寄与する可能性もあるかなと思っております。TriUNO の上市による期待感を改め

てご解説いただけますでしょうか？ 

A：ブラベクト TriUNO の欧州・中南米の承認については、期待はしておりますが、犬向け注射剤

ブラベクト Quantum の欧州での販売が好調であるように聞いており、こちらにより期待をしてお

ります。 
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Q：次に農薬についてお伺いします。流通在庫の状況について、特にラウンドアップとアルテアに

ついては、3 カ月前に在庫調整の見通しを示されていたかと思いますので、この 2 製品の在庫調整

の状況のアップデートをお願いします。 

A：ラウンドアップについては前回も話に出ましたが、流通在庫がかなり溜まっているところを今

期末で整理をする形で進めております。 

アルテアについては、当社で生産調整も行っておりますので、今期に関しては数量的には在庫は減

少していくと考えております。 

Q：ベルダーを下期に上市予定かと思いますが、今どういったスケジュール感になっているでしょ

うかでしょうか。 

A：ベルダーに関しましては、当初の予定からは遅れましたが、昨年の 8 月に登録が取れまして、

今回発表の予想に対しては、計画どおりに 4Q に販売を開始する見込みです。 

Q：欧州での販売戦略について確認をさせていただきたいです。直近フランスとスペインの農薬販

社の持分を住友化学さんに譲渡されるリリースを出されていますが、御社の場合、欧州でライメ

イ、タルガ、パーミッドなども販売されているかと思いますので、そういった販売に影響はないの

かというところも含めてお願いいたします。 

A：欧州販社の持分譲渡については当社からも発表しておりますが、欧州での販売に大きな影響は

ないと考えております。 

 

<質問者 3> 

 Q：半導体材料について、3Q は ARC と EUV 材料が下振れ、多層材料が上振れということです

が、その背景を教えてください。また、地域別での強弱があれば教えてください。あわせて 1-3 月

の見方についてもお願いいたします。 

A：まず ARC と EUV 材料の下振れに関しまして、こちらは一部の顧客稼働が減少している影響を

受けております。一方、多層材料に関しましては、顧客の新しいデバイスのインプットが増えた影

響といったプラス要因で上振れております。地域別の強弱については、どの地域もそんなに悪い状

況ではないと見ていまして、今後も、各エリアでの伸びを見込んでおります。 

Q：ディスプレイ材料について、中国での補助金の効果があるということでしたが、他の材料メー

カーさんからも、テレビ向けでは効果が出始めている印象を感じられます。テレビ以外のその他の
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アプリケーションについても、御社から見て引き合いが増えているように見えるのか、その辺りコ

メントをお願いいたします。 

A：中国での補助金に対する効果に関しては、おっしゃった通り、テレビが顕著でございまして、

これは他社からお聞きになった内容と同じようなことが当社にも起こっているのは事実です。IT

機種に関しても、テレビほどのインパクトではないにせよ、同じような動きがございまして、3Q

からの各顧客での在庫積み増しですとか、それに伴う当社の数量増といったことが起こっておりま

す。 

 

<質問者 4> 

 Q：今回の業績予想修正では、前回発表で織り込んでいたリスクバッファーを見直したということ

ですが、どの品目のどういったリスクを見直されたのでしょうか。数量ですとか、価格ですとか、

その辺りを教えていただけますでしょうか。 

A：前回発表で織り込んだリスクバッファーは、定量的に算定していたということではなくて、例

えば、為替の動向、米国の新政権の動向というようなことを、いくつか要素として念頭に置きなが

ら、ある程度の金額を置いたということでございます。 

そういう意味では、まだ現時点でも不確実な部分もありますが、為替レートですとか、機能性材

料、特に半導体のところも含め足元の事業環境を見て、今回上方修正をいたしました。 

Q：すると特定の製品が何かというより、事業環境全体として、当初見込まれていたよりやや改善

しているという理解でよろしいでしょうか。 

A：そうですね。そのようにご理解いただければと思います。 

以上 


